
第 1章近現代史の概観

はじめに， ウズベキスタンの）炉史，特に近現代史を概観しておこう．後でも

ふれるように，ウズベキスタンという日の枠糾みができるのは，ソピエト政枠：一

ドの1924年のことであり，それ以洲のl栢史は，中央アジア怜i；駕オアシス地域の

歴史として）lt|｝｝lしてきたことを確認しておきたい．

1| I央アジア怜i;t|；オアシス地域とは，）く山山脈やパミール1':,＇jJJ;（から流れ出るシ

ル川やアム川，ザラフシャン）IIなどの流域に成立し，占米より泄漑農業や交易

によっで栄えたいくつもの都市で知られている．サマルカンドやブハラなどは

その代表的な存在であり，いずれもユネスコの開界遺賄に指定されている．

この地域は8111：紀以降アラブのもたらしたイスラームかしだいに根をおろし，

また北力の人草）｝；［から移動，定着を繰り返したトルコ系遊牧集111のために， 1じ

イラン らゆっくりとトルコ系 と変わって

いった．現代のウスベク！→,れもトルコ系の言19什であるか，それ以前のイラン系，

休的にはペルシアII{i（タジク晶）の炭素がi農肛にみられる．

この中央アジア「':1i.t|jオアシス地域では， 13111：紀のモンゴルの1受攻以降， トル

コ系／1＼ |］の［朝がり刈Lを繰り返した．なかでも，サマルカンドを[',i都としたテ

イムール叫は，追牧民の軍事）」と定仕民の生廂）Jおよび経済）」を統合して強人

な政枠：を樹立したことで知られている． l51仕紀末に」じ部の章］j；［地域から南l‘• し

てテイムール朝を打倒したウズベク班牧集団は，以来この地域の支配者となっ

たが，部族間の対立は根強く，政権はしだいに分＿立することになった．農業と

追牧，そして交易を晶盤としたこの地域の経済は，近代1It界の急速な発展から

は町らかに収り残されていった．



22 

l. fi'［政ロシア統治下の中央アジア

1820年代にl|！央アジア最）0の遼牧集団カサフを直核の統治ドに収めたロシア

は，］860年代平ばになると， 1-h部オアシス地域への1|i.’li辿征を1}｝j始し，しヽ ずれ

もウズベク系のl11・主を故くコーカンド ・ハン 1直1，ヒヴァ・ハン鳳フハラ・ア

ミール日を）［例的なiI.i:：li)Jで｝！li)j|iさせ，肥沃なオアシス地域に広）くな領士を槻

得した ll.1867年， 111央アジア最人の昨業都市・タシケントに設ii介｀されたトルキ

スタン総督I{｛は、この祈しい村l民地を軍政によって統治することになる:!)．そ

して，フェルガナ盆地を支配するコーカンド・ハン11」がキルギス遊牧民の反乱

の小で1rl壊すると， 1876年ロシアはハン1:[［を併介してフェルガナ）・l・Iに編成し，

総督）付の統治―ドに加えた． ヒヴァとプIヽ ラ仙］国は一祁の⑱＇・!卜を‘;l;1J,；乳した．ピで， ロ

シア -~•i『|l1の保設1.1•. 1となった 3).

トルキスタン総督）｛、［の成立によって，これまで巾央アジアを淡然とさせてき

たトルキスタンという地域名称は，初めてイラン，アフガニスタン，中1叶

時は消帆）との［G|炭を含む明確な壕界線を4がつことになった．およそ‘I[|Il：紀に

わたるロシア統治の間に，このトルキスタンという 地域概念は，現地のムスリ

ム知識人によ って自らの歴史的，民族的な•}l!Iた1 ： として息識されるようになり， 20

世紀初碩になると， トルキスタン人やトルキスタンの自治という民族：：iこ義的な

表象として使われるようになっ た．

ロシアは， トルキス タンのムスリムも［会に干渉することは避けて，地方行政

の末端は現地民出易の官吏に委ね，遊牧民の慣宵法や定仕民のイスラーム法は，

枯本的にそのまま存続させた見 しかし，ロシアの木綿工業に原料を提供する

l) そのllt細は． S.N.J¥bashin. D. Yu. J¥r;ipov. N.E.Bekmakhanova. 0.¥/. Boroni11. O.l.13n1si11,1 . 
. 』‘¥．Yu.Bykov, D.V.Vasil'ev. ;¥鴫Sh.Kaclyrbacv. T.V.Kotyukova. P.P.Litvinov. N.B.Narbae＼八

Zh.S.Syzdylrnv;i, Tsentra/'11aia Aziia u sustave rossijslwi hn/1erii. Moskv;i : Novoe literaturnoe obozre-

nie. 2008. THこ3.l-1 28 i’_.［参照．

2) ，il'―・しくは． Khamidみyoev.Turkistonda Rossiiatazhovuzi ua lmlmmronl尽如砂；；hiku1~(/sh_ Toshkent: 
Sharq. 1998参照．

3) 例えは． I＜hamidみy()似 Ozbekzstonmustaqilligi uclnm lmrashlarning tarilli. Toshkent : Sh;irq. 2001. 

！廿に 131-176貞参照

4) l(） |ll紀 から 20II［紀にかけてのこの地域にみ られた政治・経済llHO)'，I¥氾)iについては、ウズベキ

スタン1,、I内で「1)1・］さiLたKhmniclZiyocv. 0砂cllistonmustamlalw va zulm islwzhasida. Toshkent 
Sh;m1. 2006などがある．
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タシケントのIIl央広場に， 1913年に設ii/iされた初

｛し卜）レキスタン総督のカウフマン（象．；1}真はゴレ

ンダー氏により1是fjしされたものである．

芍

ために， フェルガナ盆地を中心として綿花栽培が急辿に拡・大すると，商品作物

のll:.）｝ドはJ悶村社会の階l,1、4分化を促進し，行政の）｛崎敗やイスラーム的社公秩｝ヤの

陪休とあいまって，ムスリム社会にはロシア統治に対する不悩jが袷禎すること

になった．ロシア内地とトルキスタンを鈷ぶ鉄道の建設とともに， i•一．吸な都市

には来仕したロシア人やアルメニア人の姿も |l立つようになったが，彼らが仕

む象Jîl|i1訂とムスリムのIl]i|i街との間には，社会的にも文化的にも大きな障噸が

していた．

-．-）j，ロシア統治は，ここに妍しいタイプのムスリム欠ll識人を生み出す契機

となった凡彼らは，ロシアを介しての近代文lリ］の受容，民衆の啓蒙と教育の崩

5) シャデイードにつし、ては、小松久男 ［革命の中央アシア一あるシャディードのijii象（中東イスラムiIIム
界）L束恥）＜学：出版会， lS於)(i隼また， !¥deedKhalid. 77ie Politics研MusliinCu伽ralRe/01111 : jadiclism in 
Central Asia (Comparative Studies of Muslimふcieties.N.27). California Academy of Sciences. El'¥-}.-)参照．
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仏統的な牛活の111心てあるタシケントのIllrli街の姿

[ ll l 1|iiJ•i0) 、、姿とクカルダシュモスク、 19:28, タシケン 1、` / 9ノフ撮彰］

菜）i．, I l』に近し＼文嗜11打の有成などの加姐に収り糾んだ．彼ら改り派知，載人（トル

キスタンでは•般にジャディードとよばれた）は 1905年IV命後，糾訓，雑誌など

の定期l:ij1]物を武器に言論活動を展間し， しだいに民放じ義的な色彩を強めてし、

った見 しかし，彼らは1917年のロシア依命に全るまで，ロシアからの分離独立

を唱えることはなく，つねにロシアにおける白治を求めたことは注日に1|I!［する．

ロシア統治の抱えるか青は， 1916年の人規模な民衆蜂起のIIかに 1リlらかとなっ

た．それは，第一次Ill界人戦ドの1916年夏，カザフ州1)以とトルキスタンからお

よそ40)j人の男子住民を戦時労働に動員するツァーリの勅令が公布されたこと

に端を発した．この突然の動員令は民米の強い）又発を招き，各地に抗議行動さ

らには此装反乱の動きが広がった7)．民衆の反感を買ったのは恣怠的な行政を

行ってきた地）jの宜公吏であり，キルギスやカザフの追牧民地域ではスラブ系

の人hl＼者であった．

6) その•例として｀「＇l‘araqcj l y』(]9(）（うイ1・)． 『Khurshid』(1906年）． fShukhrad (1907-08 {j:) 
「O s i y o 』( 1 9 l :3 1 1 • ) . 『S a 111 ; 1 r q a n cl 』( ] 9 13 ーイ1 , ) . 『S a d o l ' l ̀ l l r k i s t o n j ( l 9 l 1 介: ) . 『S a d o i F a r g ' o n a 』
(l !） l.91 年）などが裕げられる• II9（しくは． Kh,irniclZiyocv. Ozbel?iston mustaqilligi uchun kurash-

laming tarihi. Toshkcnt: Sharq. 2001.年、『に303-304貞参照．

7) III，細につしヽ ては． Kharnicl !'.iyocv. Tur!,istonda Rossiiatazhovuzi va hu/mmr()/11igiga qarshi lmrash. 

1‘(）shl¥Cll l: Sha rCj會 1998.！特に400-431l'、［参照．
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2. ロシア革命後のIード央アジア

この1916年蜂起の翌年に‘]‘i『政を打倒したロシアロ..)j,II1!：命は，中央アジアにお

いてもムスリム自治近動や改．伯述動の展間にはずみをりえた．カザフ 1り諒では

カザフ知識人のアラシュ党， トルキスタンではジャディード知識人のイスラー

ム協議会がそれぞれ領域的な 1-：1治を求める連動を屎間し， IEI米のア ミールやハ
ンのが1札lが続くブJヽ ラとヒヴァの両保設国でも胄年プJヽ ラ人や青年ヒヴァ人に

よる改，11)（連動が生まれた．

しかし， レーニンらのi旦立した1ー）J,'1¥：命の命・Ii呆，ロシア人労働者・兵卜をi--

休に1fi)Jを握った中央アジアのソビエト政権は，ムスリムのI:1治述動には敵対

的であり，叶i命忙［後コーカンドに成立したトルキスタン 1'1治政府は窮地に立た

された．ソビエ l、政杵からみれば，それは1培級的な正‘!『|・iを持たない，ブルジ

ョワ民族主義行の政府にほかならず，大衆的な晶盤と軍巾力を欠いた自治政府

は，ソビエ l、政権に対抗するすべがなかったからである． しかし，逆にトルキ

スタン・ムスリムの日には，人l154)j人（令休の7.5%）のロシア人ネ士会のさ

らにその一部が権力を独占する休制は， ；？it政の梢民地統治の継続とみえたこと

も事実であった．

破局は1918年2)l，コーカンドのトルキスタン自治政府がソビエト政権の軍

―’Ji-）」に よって打例された1時に油れた．多数の市民が1義平l:＿となったコーカンドの

惨劇を契機として，フェルガナ盆地一休に「バスマチ（a厨賠者）」の名で知られ
るパルチザン的な反ソビエト武装抵杭述動が始まったのである．バスマチは， ソ

ヒエト側がりえた呼称であり，現地民は武装集IJ］のリ ーダーをコルポシとよん

だ豆彼らの述動は，ソビエト政権による餃料や家畜の強制的な徴発（戦時共

迎主義） やイスラームに対する冒涜行為のために急速に拡大し，ここへ投人さ

れた赤'[|t粕鋭部隊との間」で激しい内戦を繰り広げた（））．

続いて 1920年，ヒヴァとブハラ両保護国でも赤軍の介人したi！化命によって1ll

政権は打倒され，代わって青年ヒヴァ人や青年ブハラ人らジャディード知識人

ー一‘, IjのZhizn'Natsional'nostei（語民族8) ［ハスマチ」という夕 Iはソピエト政権により． 1920年7)l'』

のI←li古），Lもに掲仙された 「パスマチとの戦し、の最前線」という，心liで初めて祁人されたという説が
ある．この；戊は，反ソビエ l、政権の．立場で戦った勢力を打叉す．詳しくは， NaimKarimov. Tariこ

/ming lzasratli sahifalari, Toshkent : Sharq. 2006.牡に90-125貞参開
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のi旦翡するホラズムおよびブノヽラのJ1l1jソピエト人仄共和11」が成立した． しかし，

牛まれたばかりの11hj|l,＿1でも多杯な指導者に玲心＼られたハスマチ集I.JIが帖成され，

赤軍．部隊との激ししヽ戦11加tlが始まった． このような内戦状況は兵い1共給の応絶と

相釆して各地に甚）いな蒐廃をもたらし，バスマチ勢力と赤軍．祁隊双）jによる徴

発と）［追にiil『しんだ住氏の間からは多数の移什者が生まれることになった．あ

る1111想は， ‘りIIかの状況を次のように伝えている．

り＇i命後，私たちか什んでし＼た地域は「1）ド」（ソビエ］、政枠とその文化j行）

とコルポシ（以ソビエト・ムスリム此装勢力とそのメンハー）のIll」に快まれ

てしまった．この地域でり＇｛命に反対した人々はコルポシになり， ＇＇化命派と戦

ってし＼にある1月、彼らコルボシ1;,ll：でおり••しヽに協定を鮎び，戦し＼を共にし

たが，札lliがいのために最終的にはlli'[Ill1|＼別れに終わってしまった．

私たちの村の人 l」の•番近し、所に住んでいたアリヨル・コルボシは，（白

分の罹疇に小ll［欠であった）鉄追を他のコルボシたちから守ろうとしたが，

「1Jド」に味）jしていると疑われて殺されてしまい，追休は川に流された．

私の祖母も当llかを地狐のようだったと息し＼返してしヽる． コルボシたちは

付に米ては泊耗した、馬を残し，代わりに元気な馬を辿れて行ってしまうのだ

った．また，「赤」やロシア人か来ると，彼らも 1'！分たちの，馬を乗り拾て，

妍しい馬を辿れて行くのだった．

しましヽ に， この地域にコルホーズができた時，ネlll:』の家には1頒0)、馬し

か残っておらず，それまでもコルボシと「1）ド」の戦いで餅われそうになった

ので，この最後の馬は家放特で必死に守ったという．

ベク人，女‘『I:，ナマンガン）

No. 25, ウズ

9) ソ連II.『代のウズベキスタン史におし、て， Iヽ スマチは「忠者」としてiiJ附，i[さjしたか，独立後のII、『代

におし・＼てはウズベキスタンの鮒放のために戦った勢力として扱われてし、る．そのような屑乱の一例

としては、 KliamiclZiyoev. Ozbekist()）1 mustaqi/1磨i1icl1Iml(Ijrashlarni1lgtarihi,＇］．̀（）shli(：‘l1l. Sharcl, 2(）0l, 

牡に331-37:-l貞参！！｛L I I 4%{｝文献として，バスマチ述動とその謹価の変化につしヽては次を参照．恰
谷知Il[「フ．LルガナにおItるI ・ヽスマチ連動l!）l(i-24年：シル・ムJヽンメド・ベクをl| I心とした「コ

ルノヽシュ』たちの反乱」『ロシア史研究』 5I, ロシア史餅究公， 1992年， 15-3(）貝；詞「ウスベキ

スタン 1こお［ナる Jヽスマチ述動の兄由しとその課題」 「地域liJI究論集』 1-2, | l | 1,I幽．民俗学11り物fi几 1998 

年、 73-89貞． （本文はIiii貞）
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バスマチ勢力の激ししヽ抵抗に直I(Iiしたソビエト政権は，優勢な軍'li)Jでこれ

に対抗する方， 般のムスリム民衆をI|l立化し、さらには彼らをソビエト政

枠の文抄者に変えるために貧農に対する文扱など，様々な施策を請『じた． また，

192.、1年から仝ロシア）J廿仇で咋人されたNEP（ぶ）i経済政箪）は， トルキスタンで

も民衆の反感を買った戦時共 1}•(：l“．義を改め， 一定の枠l}、］ではあったが19|l_lIな経

済活動をい↑容することになった．］929年ソビエト政権の｝［政を逃れて家放でカ

シュガルに脱出し，その後イン ドを経由してサウデイアラビアに渡ったあるウ

ズベク人亡命れも，この192]年からしばらくはアンデイジャンの餅I.^業が活気

づき， 家の織物阪）じ菜も上向いたことを1111想している 10)．しかし，このNEP

も ・IIか的な政依にすぎなかった．

3. ソビエト体制の成立

ソビエト政権は，ほぱ1924年までにl：：炭なバスマチ勢力を制）［すると，よう

やく中央アジアにおける社会主義建設の刈Lの）ぐli業に着手した．その第＾は，

'『（命後も＇i行政時代の行政区分に）長づいていたトルキスタン，プハラ，ホラスム

のソビエト共禾111月をすべてi州（休し，代わりに中央アジア史上初めて民族別の共

訓月を編成する 1924年未の「民放・共禾ll|l：障界訓定」であった．ウズベキスタ

ンをはじめ，現代の中央アジア晶1月の）原咽はこの ll~『に成立し，｝l|［［次ソビエト社

A;‘ 
/
r
-

| 1 .. lとしてソビエト連邦に）JIII，肛した．

もっとも，ウスベク人のlt・|（ウズベキスタン）と言つても，ここにはタジク，

トルクメン， タタールなどli祖史的に多椋な民放が屈住してきた地域であり，仕

民の民放的な札り成は決して•様ではなかった．そして，このような民族的な多

ぶ計生は， ソ連時代の移住．や開発政策によって多数の人々が連邦各地から移り仕

むことにより，さらに妍大することになった． 1970年・ウズベキスタンの首都タ

シケントでは，スラブ系仕民の方が，ウズベク人など中央アジア出身の仕民よ

りも多かったほどである．

第二の施娘は農業の集1ヽll化であった． ソビエト政権は，中央アジアの「封処

!O) Sayfidclin Jalilov. Bu!?horiylar qissasi: Muklwjirat tarikhidan lavhhalar. Tosbkcnl: Islom Urn-

vcrsitcti Nashriyoti. 2006. 45-55頁参照．
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集 1•l1化の I際に，コルホースヘの参加をよひかける公，，義の•場 1[ll.

[ l Illが． j·J/ip)「イ~Iりj，ペンソン撮影l

的」な社会を仰（休し，／l〗）,(:)」の Iii]卜をはかるために， 1920 年代末から地L·

のI.^地や水利杵， IEIイ［化とそれらの貨農への分配，紬いて殷業

の集団化（集1JI農場コルホーズの建設）に着手した］j). それは， 11,"|々 の農民が

所イiする I-：地をまとめて共詞利）Ilする」ー：地共l叫J11午糾合，ついで［地に加えて

どの生）崖手段も共l[il利）1Jするアルテリ，そして以lこの完成肌とし

てすべての投素を共介するコムーナの：息つの形態からなっていた．農業集団化

は，これまでのJ悶村社会を大きく変え， トラクターの利）Ilや灌漑耕地の拡人を

めざした人フェルガナ連河の建設などとあわせて農業牛忙力を署しく心’iめるこ

とになった．

しかし，この間に発動された「クラーク『富J1t)撲滅」キャンペーンは，多

数のイi為の人材を投獄．流刑，あるいは処刑して，農村社会を炭撼させた．「ク

ラーク」の烙[|lを押されてシベリアやウクライナに移住させられた人々の多く

ば帰らず農業経臀の息ぶ［な経験や知識を備えた人々の喪失は，悶業生）｝信その

ものへも）＜きな打撃をりえずにはおかなかった 12).

l J) コルホーズ化と脱クラーク化（クラーク杖滅）政鍛につしヽては， ShamsutclinovRT.. Uzbe/,ぷtond(I

S(J1)ctlann’1lg qI-/!oqla.shtinsh siyosati va uning fozhiali oqibatlan.、'］‘ashkclll: Shark. 2001 : Sharnsutdinov 

R.T. Q応hluq如zl砂asi:zlwmoalasfztirish, l?i!oldashtinsh, surgun. Tashkent: Shark. 2003参照．

12) 集 1•Jl化政第とその後に 1iわれたりii) 1-' に 1見］するアーカイプ責判•に）lご）しヽた仙究につし、ては， Sham­

sutdirrnv RT.. Karimov N.F.. Yusupov E. Yu. RejJressiia. Tashkent : Shark. 2005参照．
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ソビエト政権が）こ施した多くの巾業の例であるフェルカナ）く水路の建

設．［1939年］
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ーの施策は[業化の政策である． l＇化命前の丁．業は，綿花洗浄 l刀場などに限

られ， ［業化は粋しく立ち後れていたが， J仁ガ年叶訓の遂行とあわせて，

機械や鉱業部門を中心に徐々に迎展しはじめた．当時のスローガンは，「機械が

すべてを決める」であった．工業化はロシアなど連邦内諸地域からの技術者や

労働者の移住もともなっていた．工業化が大きく前巡したのは，第―二次Ilt界大

戦中のことであった．ナチス・ドイツ軍の侵攻にともない，ソ連lJ酎部の丁業地

域から人凰の［場施設や吸員が中央アジアに疎間したからである．

第1几］の施菜は，中央アジア現地滸民族の出身者を共j蛮党や行政，）危業，文化

の様々なi,tl;1"lに採川する現地民化，すなわちコレニザーツイヤの政策であった．

これは，；i竹政l1か代の差別的な政策を撤廃し，ウズベク諮など巾央アジア現地の

行政や教育に川いるほか，ソビエト教育施設で旋成された民族エリート

を幹部として輻広く登Jllすることを目的としていた．それはソビエト政権の標

榜する民族の平等と接近を実現するための方策であったが， 1930年代に入って

スターリンの独裁が強化されるとともに放棄され，むしろロシア中心主義が強

まった． 1930年代末のスターリン大粛清は，コレニザーツイヤの成呆ともいえ

る多数の民族エリートを抹殺したことで知られている．政策民族エリートの登

川が再l}｝lするのはフルシチョフによるスターリン批判以後のことであり，後述

するウズベキスタン共廂党第ーー＾書叫ラシードフは，その代表的な存在である．
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虹l・JI化は、これまで機械を購人する資令かなかった農民に，農竹業に

おiナる農菜機械使）Il0)可能1生をりえた．［ウスマノフやチュル／くン

Jヽムラクロフ， アフラス・ムミノフたちの綿化・J:111にお！ナる閥作業の

i韮j’・, 1 939 1ド， 7’ ンディジャン｀ペンソンj般形l

そして最後に裕げることができるのは，イスラームに対する抑）l：．的な政策で

ある． ソビエト政枠は，イスラームの制炭や'|翡行を中央アジア社会の後悲I‘化の

災囚，社会ー［義建設の1硲古とみなし， 1920年代後半からイスラームに対する激

しい攻撃を開始した．その結呆，ほとんどのモスクとマドラサ (,',•I]等学院），マ

クタブ（初等学：校）などが閉鎖され，それらの経済的な晶盤をなしていたワク

フ財硝は 1―"•lイ［化された．ムスリム知識人・聖職者に対する甚1j圧もしだいに激し

さを則し，スターリン大粛‘りりは， 1|1央アジア・ムスリム社会の知的｛云統の継JK

にも）＜きな打撃をりえた．歴史的に使われてきたアラビア文字も， 1920年代よ

には廃棄され，ラテン文字の使川を経て， 1930年代よからはキリル文字が採）Il

された．それがロシア語の浸透に直を1mいたことは言うまでもない．

4. ソビエト政権と国民

このように， 1|l央アジアは↑竹政ロシアによる1'11'［民地化を経て，ソビエト1本制

の中でli-)くな変容を経験し， ソピエト文町を受容することによって現代化の道

を歩んだ．これは南按するアフガニスタンやイランをはじめとして他のイスラ

ームぷIIIとは）＜きく異なる現代史である．共和1l]の枠糾みと氏放エリートの形
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|k|lut}べ会，，義への参加のための代表者の出発． ソビエト政楕が打ち出

した女1,Iトの社会復帰キャンペーンの Jはとして．女↑りの代表会議への

参加か，忍められるようになった．［プルカを破った女Fl．も参加した会
'，義への代衣者の出発， 1929年．プハラ］
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成， 農業と［業'l・・_J)・ドカの飛罰的なりり大， ‘|とズがな法と社会f!i!J疫， 教育のil(t及と科

学技術ーの発展，規代文化の受容，保健衛牛のI(l]1..，都叶i化の進展と交通迎輸シ

ステムの東各備，ムスリム女‘1化の仰（放と社会進出など，中央アジア人がソビエト

文1リ」から］i：受した炭素は実に［災であり，これらは今も中央アジア社会の）ll；盤

をなしているといっても過言ではない．

しかし，その一）jでソビエト休制は，共附党の一党独裁やイテオロギーの統

制， スターリン時代の大叫釘青，連）翡内での経済的なl村北格九＇(,民放文化の退洲

（特に1î1]｛日(liでのロシア話の優位），イスラームに対する抑圧など，負の災索を

少なからす拍えていたこともまたTli実であった． もっともこうしたことが公然

と・語れるようになったのは， ソ連木期， 19801ド代後半のペレストロイカ時代の

ことである．

このような正と負の要素をあわせもったソ連時代を，―＾般の人々はどのよう

にIーじきたのだろうか．こうした人々の記憶をたずねることが本曹の日的である．

計＇：細は以下に成ることにして，ここでは二つの発言を紹介しておこう．これら

は休訓に妥協しながらも，白存をはかった人々の姿を反映しているかもしれな

し‘•
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ソビエ l、政権による子どもに対する識字教育の実施．

［勉強中の女のJ'今，ペンソン搬影］

1990年・代の初め，ある1iJI究者はこう乱iっている い）．

ウズベキスタンは強制的にソ連にり 1き入れられたという意見もあるが，そ

れはちがう．当時のウズベキスタン（ウズベク・ソビエト社会主義共和国）

の指導者は賢<,ロシアやソビエト政権に反対すれば力づくで抑えられ，ウ

ズベキスタ ンの発展も安定もありえないことをわかっていた．そこで，彼ら

（ウズベキスタンの指導者）はロシアと妥協し，独立を犠牲にして国を守っ

たのだ．その代わりに， ソビエト政権 （やロシア人）はウズベキスタンの連

営を現地の人（ウズベク人）に任せた．それこそが最大の勝利であり， ウズ

ベキス タンはソ連が提供した発展の可能1生を最大に活かしてきたのだ日）．

13) 杓者がA.R.0（前共廂党教育学校教員でウ ズベキスタンの大学の准教授）に対して行ったイ ンタ

ビュー， 1 994年5月
l4) ソ辿時代を中央ア ジアが柏民地化されたII、『代として考える研究者もしヽ るが， このような見削にみ

られるように， ソ連の中央アシア支配を植民地化と坪純に定義付けず，この時期と国民と政府の関

係をより複雑な構造としてみたのはソ連の研究者のみならず， ii/i外の1i）f究者の研究にもみられる
例えば．IIlソ辿中央アジアのソ連Iiー"|代とアフリカのフランス支配I‘→時代を比較し，それぞれの政策

の共通、し’.［と類似I'間を指摘した興味深し、研究としては．MosheGammer,.. Post-Soviet Cennal Asia and 

Post-Colonial Francophone Africa : Some Associations", Middle Eastern Studies. Vol. 36, No. 2 

(Apr.. 2000). 124-149頁がある．また比校の観点からソ辿を分析したのは，RobertStrayer, 

"Decolonization. Democratization. and Cornmunist Reform : The Soviet Collapse in Compara-

tive Perspective".]ourna/ of World HistOJy, Vol. 12. No. 2 (Fall. 2001), 375-406頁参照.
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連転助手で優秀な労働者となったハショラト・

ミルノ9)＼・エワ． ソビエト政権による女性の社会

進出キャンペーンが成呆を上げ始めた．

[ 1940年、 タシケント， Iヽ イトムノ＼メド撤影l
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もとより政治に関＇｝するすべをオ．『たなかった人々は，政治に閃しては無力感

と］！！riWl心をポし， 11] の政策に従い，休制に妥協する—•方でt'f るべき所ばがりな

がら， 1 1々 の牛活のIlll}姐を解．決しようとしていたようにみえる．人々の諮る記

憎訊には，政治にふれる祁分が少なく，経済事栢や教行に開することが大‘|2を占

めている．これは現地出身のウズベク人だけではなく， 1930年代にロシアから

ウズベキスタンに移り住んだ人の場合も圃様である．彼らは厳しい経済事情や

制限の多い政治休制のもとでも，自分たちの生活を守ってきた．人々は，教育

や戻療サービスは無料で提供され， 1〖l 家が扉）ll 主である経済システムの中で

100％の就業率を保障される代わりに，言論の自由や政治活動の制限を受け入

れていたのである．

私の親はサラトフから 1930年代にウズベキスタンに来た．その時から私
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は政もその選i)護を後悔したことはない．私の11hjt見かウスヘキスタンに来た

［な則山は， 酋II寺彼らが粋らしていたロシアの食札：不）しにあった．ウズベキ

スタンでの牛活は比較的悲だったし，牛活環塙もJI・‘常によかった．

私たちが来た11_・！i, 現地の学校は男女別に分かれてし、たが，共学の学校も

あった．先化は私たちのことをとても気にかけなから勉強を教えてくれた．

先牛は私たちに，わからないところはないか，とよ<|ii-Jし、てくれた．彼らの

教行）j針とは， 国民として，共J}•(;-＿主義のために1J1分たちの人牛をー・1リ『懸命に

生きなければならなしヽと しヽうこと だった．その ような先生の気」•-、『ち に応え

て，共J汁':t義とスターリンのことを1けじてI-1-ー．きてきた．

私が例き始めた煩は，非常に厳しい時期だった．lJIiもなく，給判も安かっ

た． しかし， しだいに物価も下がり，私たちの!J．．泊もよくなっていった．多

くのものを分府LJ払いで買うことができた．私は当liふソ連すべての共和1月の

首都をIIhねたしヽ と息しヽ ， 1！Jー：年どこかへ行つていた． しかも， l・9:―_1分の給判だけ

で，八車貨よりはるかに詞い飛行機を使って旅行していた．また，阪椒も教

育も、1!！［：料で受けられた上に奨学金 ({liIl1文）まであったくらいだ．

その後結婚したが，夫は非常に買任感の強しヽ人だった．］986年にチェル

ノブイリの事故があった時，彼は最初の部隊員としてチェルノブイリ ）県発に

入り，人々の故助と',:li故の処雌にあたった．彼らのI:．司か，「3回原発に入

り，戻ってきたら家に帰す」と約束したため，彼はー一番にそれをやっての

け，孜死限を超える放射線をあびた． そのために彼は亡く なってしまったけ

れど，私は彼と自分の人生を販り返ってみて非‘常に誇らしく息っている．Iij

時に，やはり時代というものは，それぞれの1仕代によって古き挽えられる

し，そういう 意味では歴史は一つではないと息う．

私たちにと って共硲主義も私たちの夢も一所懸命な労慟も，その時代に

は，そして私たちにとってはとても大切なことだった．現在，今のII［代の

（芯い）人からみると，それは1闊迎っていたと汀われるかもしれない．私は

その見力を否定はしないけれど，私たちの生き）jが間辿っていたとは決して

息わない． （lil|：言者No.31, ロシア人，女性，アンディジャン）

ソ辿II.『代，ナチス・ドイツとの:LI：絶な戦い，すなわち「大相且1戦争」後のウ
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スベキスタンの現代史は，戦後復興と政治，経済，杜公，文化などあらゆる乳'l

域でのめざましし、発展の屈史として札『かれることが‘常であった．例えば， l968 

年1.llの『ウスペク・ソビエト杜公＿［義共和ll .. I史』第4巻は，戦後期 (194`5--1950)

における「日民経済のさらなる発展」を晶明した後， 1951-1958年を「社公i:

義建成の完j判l 」 ,1959-1967 年を「礼会［義建設の完［期と共•)）『：t義へのt1li進

的な移行」と表現し，「礼会じ義文化の間化」と「第23|IIl ソ連共］）『—ー：党大公と糾

/［力年ゴi「|l1ii実現のためのウズベキスタン勤労者のI闘い」をもって現代史の叙述

を終えている． 1974年1：りの全1脊の共和11:］史では， ソ辿共］）『党の祈しいテーゼ

に）f1こづしヽて， 1959年以降は「発展した社会i:．義期」とIIitlリlされてしヽ るが， イjIi j 

l-^ がりの発展を猜iく姿勢に変わりはない．

しかし，ソ辿からの独立後，現代史のII•I叶illi は＾変する．例えば大統伯直属の

と社会建設アカデミー」が編U<した『ウズベキスタンの祈しい歴史』第2

脊 (2000年1:1]）では，ウズベキスタンを「専紺ll的なソビエト 1川家に糾み込まれ

た」 11:lと廿ij捉した1：で， 1945-1985年を「リj[|ilj的な休制の）贔盤に綻び」がItじ

たIIが期ととらえている．そこには「発板した社会i:，義」の栄光はもはやみられ

なし、 IC,).

まとめ

このようにソ連時代と独立後では現代史の，評価は完全に逆転していると，―一［っ

てよい．独立後の休制が， ソ連の「＼り制時代」を批判することによって白らの

」|•••ヽl『|,It を i:． 1J」こしていることは 1月らかである． しかし， ウズベキスタンの現代史

をソ連II、『代の一ム）j的な1屯li罪によって4―贔くことは1肌別であろう．われわれは，い

ずれも政治的なイデオロギーに制約された二つの極端な陪釈から離：れて，現代

史の真柑を見出さなければならない．こうした試みを行う上で，ソ連時代を 1;I 

ら生きた人々の証言は，公的な史内や資料とは別の次元で，きわめて大きな怠

味を持つに迅いない．本占はそのためのささやかな—•歩である．

15) Ozbe!ziston sou et m1ィstamlakachiligidavrida, Ozbekistom1i11g yangi tarixi, Ikkinchi kitob. Toshkent 

Sharq. 2000, 586頁．なお，独立後のウスヘキスタンにおける新しい「1月史」 0)はらむ滸間題につ

しヽては，幣谷川11iJ 「ウズベキスタンの枡しし＼｝科史ーソ連解休後の「 1玉1 史」叙述のいま」森1 リ IJ’•編

『歴史叙述の現イI.-｝炉史学と人類学の対，，甜，人文，1｝|ぢし、 2002年， 146-169頁参照．
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